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5 )噴流衝突域の膜沸騰熱伝達は，その流れが Hiemenz 流れで近似できるので，二相境界層理論に
相当する解析を行うことができ，その解はパラメータの影響では実験値とよく一致した。
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以上のように，本論文は常温から lOOOOC までの平板伝熱面を水噴流と噴霧により冷却したときの基
本的な熱伝達持性を主として実験により解明したもので，従来不明な点の多かった高温高熱負領域の
伝熱学に重要な貢献をなし 工業上の寄与も大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと
認める。
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